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　2014年の国際歯科学士会日本部会の総会において会長に選任されたのを機に、国際歯科学士会の沿革、目的、設

立計画と実際の設立及びこの組織の活動などを1998年５月に発行された概要の資料を基に、少し回顧してみたい。

　この資料は“国際歯科学士会の概要”とのタイトルで、第19代梅田昭夫会長の時代に、事務局長を務めた森山徳

長氏が可能な限り収集し得る資料を求め、それらの資料により嚆矢から今日までの国際歯科学士会の歴史を紐解い

た貴重な記録として残されている。

　これによると、1930年（昭和５年）に設立の基礎が確立されると同時に設立総会がアメリカにおいて開催され、

初代会長が選出された、と記されている。

　この設立総会が持たれるまでには、国際歯科学士会創始者であるDr.�louis�Ottofyと奥村鶴吉先生が、世界各地の

歯科事情をお互いに知り得るには、余りにも距離があり、もっと、手軽にしかも何らかの方法でお互いの距離を縮

め、歯科事情の交流、親睦、理解を深める為の方策があるかどうかについての意見を交わし、議論をし、そしてこ

の目的を達成させるべく作りあげてきたのがこの学士会の設立の一番大きな動機とされている。

　当然、この議論の内容が今日の学士会の綱領の中に網羅され継承され続けている。当時の綱領は10項目が決めら

れ要約すると、医歯学分野での交流、協同、知識の発展、開業医の高度の医道の樹立、歯科教育の水準の高度化な

どであり、最後に、一般大衆をして歯科衛生に関心を払わしめこれを指導し、歯科医術の目的を一層広く認識せし

めるよう努めること、と結んでいる。概ね100年前にならんとする時代に既にこのような歯科医業という職業の奉

仕的精神、倫理的自己規制を根底に見え据えた考え方は正に慧眼と言わざるを得ない。

　日本部会の綱領には、前述の内容を一括したものをイントロとし、三項目からなる綱領を列記している。

　1948年には世界を30のRegionに分け、日本部会は1958年にRegion�25�として認められ、現在はセクション７であ

る。

　1920年代、奥村鶴吉先生を含む偉大な歯科医師の先人達により設立、発展してきた日本部会は、戦後の混乱期を

過ぎて日本の歯科界の今日の現代歯科医学発展の先駆者ともいうべき錚々たる歯科医師が会員となり、1952年福島

秀策氏を初代会長とし、会員20名で発足し、1958年（昭和33年）には会員数が34名となり、日本が一つのRegion

となり国際歯科学士会日本部会（I.C.D.国際Section第25地域）として承認され現在にいたっている。

第28代　国際歯科学士会日本部会　会長就任に際して

（一社）国際歯科学士会日本部会会長
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　その後、順調に発展し続けた日本部会は、10年後の1968年には会員数が94名、1978年は274名、1988年は385名、

そして、発会以来40年を経過した1987年にはその数415名を数えるまでになった。

　毎年、約10名から20名の新入会員を迎え、国際歯科学士会の綱領の中に示された目的の為、会員各人が交流を深

め、親睦と理解を分かち合い、歯科医師あるいは歯科医業という職業の高度な科学技術に裏付けされた奉仕的精神、

倫理的自己規制が我々の職業の根底にあるという精神を培い涵養してきた、とも記されている。

当時の歯科医師の集団である歯科医師会との関わりや連携についての記録は定かではないが、1965年代には、全国

で７校だけであった歯科大学は順調にその数を伸ばし、29校を数えるまでになった現在まで、歯科医師そのものの

数も同調して増大し、その影響もあり、日本部会の会員数も400人代を維持し続けていた。

　しかし、2000年代に入ると、日本の歯科界全体が少しずつではあるが、構造的変化を見せ始め、歯科医師過剰時

代とは呼ばないまでもその数は増大し、それが歯科医師本来の姿を目に見えない形で変貌し始める世界を作り始め

てきている。歯科医師の増大が日本部会の会員数に反映してくれれば、これは大変良しとしなければいけないはず

のものが、逆に、2005年頃から、会員数の減少が見え出し2014年の現在ではその数270余人までに下がってきた。

　数の減少は会の存続にも係わる大きな要因である。

　昨年、中国の成都において開催された2013年の国際理事会に出席した折に配布された手元の資料を見ると、各国

の中で、特に日本の会員数の減少が顕著であり、アメリカなどは逆に入会の順番待ちのようである。

　東南アジア諸国では微増かあるいは安定した数を維持し日本とは違う推移を示している。

　日本部会はここにきて明らかに世代の交代が見え始め、今日の日本部会の礎を作り、国際歯科学士会としての誇

りある姿を形作った先達たちが去り、新しいこれからの日本部会を発展させる若いエネルギーが正に変わろうとし

ている。会の認知度を高め、在籍に誇りを持てる内容の日本部会を今まで以上に発展させ、創始者以来の崇高な理

念を失うことなく進んでいきたい。
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　At� the� International� College� of�Dentists� Japan� Section's�Annual�Meeting� in� 2014,� I�was� elected� to� be� the�

President,�and�I�would�like�to�use�this�opportunity�to�look�back�on�ICD's�history,�objectives,�plans�at�the�time�of�

establishment�of�the�ICD,�the�actual�establishment�as�well�as�activities�of�this�organization�based�on�the�outline�

of�materials�distributed�on�May,�1998.

　In�the�era�of�the�19th�President,�Dr.�Akio�Umeda,�the�Secretary�General�at�the�time,�Dr.�Tokunaga�Moriyama,�

collected�together�materials�under�the�title“Outline�of�the�International�College�of�Dentists”.�These�materials�

are�a�valuable�record�for�understanding�the�history�of�the�ICD�from�it's�inception�to�the�present�day.

　According�to�these�records,�the�foundations�of�establishment�were�laid�by�the�ICD�in�1930（Showa�5�nen）.�

The�initial�meeting�of�associate�members�was�held�in�the�USA�and�the�first�president�was�elected.

Until� this� initial�meeting�was� held,� the� founders� of� the� ICD,�Dr.� Louis�Ottofy� and�Dr.� Tsurukichi�Okumura�

thought�that�in�order�to�better�understand�developments�in�dentistry�around�the�world,�the�distance�between�

them�was� too�great.�They� exchanged� their� views� and� opinions� to� find�ways� in�which� they� can� shorten� this�

distance,� and� in� the� process� deepened� their� friendship� along�with� the� understanding� between� them.�The�

organization�was�formed�in�order�to�accomplish�this�objective.

　The�results�of�these�discussions�continue�today,�contained�within�the�principles�of�the�ICD.�At�that�time,�10�

items�were�established�under�the�principles�of�the�ICD.��What�follows�is�the�summery�of�these�principles.�The�

exchange�of�information�in�the�fields�of�medical�science�or�dental�science�includes�cooperation,�development�of�

knowledge,�the�establishment�of�dental�practitioner's�advanced�medical�science,�and�advancement�in�the�level�

of�professional�education,�and�it�ends�with�instructing�the�general�public�to�pay�attention�to�dental�hygiene,�and�

making�an�effort� for�people� to�understand�widely� the�objectives�of�dentistry.�Around�100�years�ago,�we�had�

already�developed�the�idea�of�looking�ahead�in�the�spirit�of�service�and�logical�self-constitution�underlying�the�

profession�of�dental�practices.�In�the�Japan�Section's�principles,�theses�ideas�were�put�together�and�used�as�the�

introduction.�

　In�1948,� the�world�was�divided� into�30�Regions�and� in�1958� the� Japan�Section�was�accepted�as�Region�25.�

Today,�we�are�Section�7.

　In�the�1920s,�the�Japan�Section�was�established�by�our�great�predecessors�including�Dr.�Tsurukichi�Okumura.�

Recovering�from�the�turmoil�of�the�war,�the�distinguished�dentists,�who�were�like�the�pioneers�of�modern�dental�

medical�science�development�in�the�Japanese�dental�world�today,�became�the�members�of�the�organization.�In�

1952,�it�was�started�with�20�members�and�Dr.�Shusaku�Fukushima�became�the�first�President.�By�1958（Showa�

The�28th�International�College�of�Dentists�Japan�Section�
Assuming�the�post�of�the�President.

 KiKuo Kobayashi

President�of�I.C.D.,�Japan�Section
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33），the�organization�had�34�members,�was�classed�as�one�of�the�30�World�Regions�and�has�been�classified�as�

the�International�College�of�Dentists�Japan�Section（I.C.D�International�Section�The�Region�25）until�now.

　From�this�time�the�Japan�Section�grew�steadily,�10�years�later�there�were�94�members,�in�1978�there�were�

274�members�and�in�1988�there�were�385�members.�40�years�since�its�establishment,� in�1987�the�organization�

counted�up�to�415�members.

　Also,� it� is�written� that� about�10� to�20�new�members�were� received� into� the�College�every�year,� and�with�

the�objectives�stated�in�the�principles�of�the�ICD,�they�were�deepening�relationships�with�each�other,�sharing�

friendships� and� understandings,� as�well� as� fostering� and� cultivating� the� spirit� of� service�which� is� supported�

by� the� technology� of� the� profession� of� the� dental� practitioner� or� the� dental� practices,� and� the� spirit� of� self-

constitution�which�underlies�our�profession.

　The�record�of�involvement�or�cooperation�with�the�Dental�Association�at�the�time�is�not�clear.�In�1965�there�

were�only�7�Dental�Colleges�but�they�have�been�steadily�increasing�the�number�of�schools�and�it�has�swelled�

up�to�29�at�the�present.�The�number�of�dentists�increased�as�well;�therefore�the�number�of�the�Japan�Section's�

members�had�risen�to�and�maintained�at�400.

　Since�the�beginning�of�2000s,�the�whole�dental�world�of�Japan�has�been�starting�to�show�structural�changes�

little�by�little.

The� number� of� dentists� is� increasing,� not� to� say�we� live� in� an� era� of� excess� dentists,� but� it� is� starting� to�

transform�the�true�meaning�of�dentistry�in�an�unforeseen�way.�If�the�increase�in�dentists�reflected�the�number�

of�members�in�the�Japan�Section,�that�would�be�fine.�However,�the�opposite�is�true,�since�2005�the�number�of�

ICD�members�has�begun�to�decrease.�The�number�has�now�been�reduced�to�approximately�270�members� in�

2014.

　The�reduction�in�the�number�of�members�is�a�serious�factor�in�continuance�of�the�College.�Looking�through�

the�materials�distributed�to�me�when�I�attended�the�2013� International�Councilors�Meeting�held� in�Chengdu,�

China� last� year,� a� decrease� in� the� number� of� Japanese�members�was� particularly� evident� in� comparison�

with�membership� in�other�countries.�On�the�contrary,� in�countries�such�as�the�U.S.�there� is�a�waiting� list� for�

admission�to�the�College.�In�Southeast�Asian�countries,�there�has�been�a�small�increase�or�they�have�maintained�

stable�numbers�of�the�members.

At�this�stage,�the�Japan�Section�is�obviously�starting�to�show�generational�change.�My�seniors�who�established�

the�foundations�of�today's�Japan�Section�and�made�the�form�of�the�proud�figure�of�the�ICD�have�left,�and�the�

young�members�who�have� taken� their�place�are�developing� the�new�Japan�Section� in�energetic�and�positive�

ways.

　To�improve�the�degree�of�recognition�of�the�College,�and�to�work�even�harder�to�develop�the�Japan�Section�

as�an�organization�of�proud�members,�I�want�to�go�forward�without�losing�the�noble�principles�that�have�come�

from�the�founders�of�the�College.
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　５月24日に開催されました理事会・総会が終了したことにより、2012〜2013年度の役員・委員の残任期間におけ

る職務もすべて完了し、新しく誕生した小林執行部へ職務が引き継がれました。当夜の懇親会には、Woong�Yang

国際会長、John�Hinterman本部事務局長はじめ多くの海外来賓、国内からは歯科界の重鎮、歯科商工協会を代表す

る方々など、多彩な皆様にご臨席いただき、華麗なる祝宴が開催され、宴の最後に会長交代式が行われました（写真）。

　2012年の５月の総会では、我々 35名の理事と２名の監事が2012〜2013年度役員として選出・承認されて、委員

会委員の皆様と共に本会の維持とさらなる発展に向けて努力してまいりました。

　その結果、少しずつではありますが本会が前進できましたことは、ひとえにフェローの皆様のご理解・ご協力に

よるものと感謝致しております。最近は、フェローの皆様の積極的なご推薦によって新フェローの入会も多くな

り、入会直後から役員や委員会委員の皆様と一緒に奉仕の精神で活発に委員会活動に参加していただいております

ので、会務の運営に活気が生じております。

　過日の総会においては、新しい2014〜2015年度の役員・委員が選出され、ベテランとフレッシュなフェローの組

み合わせにより、安定的に本会が発展していくことが大いに期待されると同時に、若い世代へと世代交代も徐々に

進んでおり、組織としていたって健全な状態にあると言えます。

　最後に、ICDの綱領には、奉仕の精神をもって本会の事業に積極的に参加し、歯科医学領域を通じて広く国際社

会に貢献するとあります。これらの綱領を尊重し、さらに何らかの社会的・国際的貢献に法人組織としてのみなら

ず個人的にも関与して、崇高な理念を具現化できる高貴な組織であるという矜持を持ち続けられることを願ってお

ります。

会長退任ご挨拶

（一社）国際歯科学士会日本部会前会長

佐　藤　吉　則
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　The�general�assembly�was�held�on�May�24�has�been�completed,�duties�in�remaining�term�of�the�committee�
members�and�officers�of�2013�and�2012�are�all�completed,�duties�have�been�taken�over�to�the�new�president�of�
Kobayashi.�The�Banquet,�such�as�a�guest� International�President� �Woong�Yang� ,�Secretary�General�at�Large�
John�Hinterman�,�delegations�from�overseas�was�attended�from�abroad.�Such�as�those�who�represent�leader�of�
dentistry,�President��of�dental�Commerce�and�Industry�Association�was�attended�from�the�domestic.�President�
change�ceremony�was�held�at�the�end�of�the�Banquet.
　We�were� able� to� develop� little� by� little� the� ICD� organization,�we�would� like� to� thank� to� be� due� to� the�
cooperation�and�understanding�of�everyone�Fellow.�Recently,�new�enrollees�Fellow�is�also�increased,�they�have�
been�working�actively.
　In�the�general�assembly�of�24th�May�2014,�that�the�officers�and　committee�members�of�the�new�fiscal�year�
2014-2015�was�elected,�by�a�combination�of�fresh�and�veteran�fellows.�
　Generation�change�has�also�been�gradually�to�the�younger�generation�in�the�ICD�organization,�it�can�evaluate�
the�ideal�state�as�an�organization.
　To�everyone�of�the�new�Fellows,�be�obtained�and�acquaintance�of�fellow�many�through�committee�activities,�
we� contribute� to� the� activation� of� the� organization� ,� and� contributed� actively� to� the� development� of� the�
organization�are�expected.�
　Finally,� there� is� the�mission� statement� of� the� ICD,� and� actively� participating� in� the� business� of� the�
organization�with�a�spirit�of�service,�and�to�contribute�to�international�society�through�dentistry��area.�I�hope�
there�will�respect�the�Object�of�these,�Fellow�of�all,�would�like�to�contribute�to�the�ICD�organization.

Greetings�from�Immediate�Past�President

 yoshinori satoh

Imd-Past�President�of�I.C.D.,�Japan�Section

May 24th, 2014：Ark Hills
Left to Right：Fellow Hashimoto，Senda，Kobayashi，Woong Yang，John Hinterman，Satoh


